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はじめに

日本とヨーロッパのシカ管理

ヨーロッパ (2007 年 ) と日本 (2006、2013 年 )
の狩猟者 1人当たりのシカ捕獲数

捕獲数



科学的な保護管理の時代

乱獲と保護の時代

はじめに

図    生息情報の経年変化

図　本州部における個体数動態の推定値



シカの影響による急激な衰退

保全のための捕獲強化の取組み

下層植生の再生に向けて

2014 年2014 年2006 年2006 年

写真　氷ノ山、標高 1073ｍ地点のミズナラ林における 8年間の植生変化



はじめに

被害対策と併用した捕獲による被害軽減モデル

新たな捕獲技術

防護柵設置前防護柵設置前 防護柵設置後防護柵設置後 防護柵 +集中的捕獲後防護柵+集中的捕獲後

甚大

被害程度
微
少
中
大

⬆⬆

⬆⬆集中的捕獲集中的捕獲

防護柵防護柵

集落防護柵 ( 黄線 ) と加害獣の集中的捕獲 (☆印の場所 )
実施集落の被害変化



これまでの到達点

課題と今後の取り組み

シカの行動：山間部と集落環境をともに利用する

人口変化率 (％)
   （2010 ～ 2014 年）二ホンジカ

の生息密度
（2015 年度 )

（引用：兵庫県ホームページ）
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〒669-3842 丹波市青垣町沢野 940
TEL  : 0795-80-5500
FAX : 0795-80-5506
URL : http://www.wmi-hyogo.jp/

　森林動物研究センターは、人と野生動物、自然環境

の調和を図るため、野生動物の保護管理の拠点として

丹波市青垣町に設立され、開設 11周年を迎えます。

　ワイルドライフマネジメントの理念に基づき、野生

動物による農作物や

人への被害の防止（被

害管理）、野生動物の適切な生息頭数（個体数管理）、野

生動物の生息環境の維持・保全（生息地管理）のための

調査・研究を行い、その成果を活用して、地域の実情に

応じた野生動物対策への支援のほか、県民への普及啓発

を行っています。

パネルディスカッション


